
しぼったクリームにさわらないようにして、嵐蓋しのよいところヘ孟いておきましよう。

錨 lま紛で菌まってきますが、革まで鑓にかわくには3-4白かかり問。そ葬説;な

守v・子'コレーシヨンf)'I*きわったら… できあがった蹄lふとっておけるよ!

※完成品は水にぬらさないでください。
2
、
ぜ

ださい。

・ポールチェーン・わゴムは請などに曇き品けたりし
ないでください。血がFわなくなり危様です。

抽出め

・ホイップるクリームを耳・鼻・固などに入れないでくだ
さい。芳二、白lζ文ったときは、すぐに英単の京で義ぃ

錯し、曲面lこ福F議してください。茸・雄などに文った場

制、組1<:取るうとせず、帥 こ詰識してください。

・ホイツプるクリームを詰った主で、自をこすらないで
ください。

・長治ゃ毛髪などにホイツプるクリームが街語した
ときは、蓮やかに革またはぬるま急で議ぃ諾して

.~j~蔀詰があります。語道.量量の危畿がありますので、 3芽条請のお争議には議舗に草えないで
ください。

・掌甑単は食べ絹ではありません。白の捕には晶ぬこえれないでください。誤って最み込み、量失

な拳敢につながる危様があります。芳L、&み込んだ蕩答は藍尚に詰議してください。

ム注意(ちゅうい)

ください。ホイツプるクリームがゐいたまま鼠量す
ると、箇まって取れにくくなる塩苔があります。

・蓋んだ荏は、~ず岩けんなどで尋をよく譲ってくだ
さい。

・鉱員によって暴走れなどが室じる蕩蓄があります。
及品1<:具躍を撞じたときは俊捕を市止し盆前lζ詰

議してください。
・白室はゑ蕗宝、築った蔀誌があります。取り笹いに

』戸営窪最kZくFEいい SJ((.，1>J.:.，日 め

・火の近くや高温・多湿の場所、直射日光の当たる場
識での償請ゃ品 は存わないでください。
・量誌や合最詰は、従局面前段弟、のことには従菌しな

いでください。

・量舗装は諸富荷ですので、偽ì~径はすぐに岳ててく
ださい。選錨醤を詣から結ったり、銭定語ったりしな

ーお宮織へー |※語選詰は訴にぬらさないで
この度は、弊社製昂をお買い上げいただきまして、誠にありがとうとざいます。 I <ださい.
弊社では、より良い製品をお届けするために、常に研究・改良を行っております。
そのため、生産ロットにより多少仕様が異怒る製品がございますが、ご了承くだ
さい。品質には万全を期しておりますが、万一お気づきの点がございましたら、
下記までと連絡ください。
干300-4193 茨減県土浦市醸沢3647-5 I @2014 EPOCH CO.， LTD 
(練)エポック社お客様ザービスセンター TEL.029・862・5789I MADE IN CHINA 
(電話番号は間違いのないよう、よく確力めてからおかげください。) Iき歪F
〔電話受付時間〕月~金曜日 (祝・祭日及び弊社特休日を除く ) 1 0時- 1 2時、 1 3- 1 7時| 園顎工前!!I~n:t

玖.6盆とキヤVフの儀対たづ貯

白釜ゃキャップのウラに義ったクリームは、つまようじを謹ってかき畠したり、

いらないハブラシなどで洗ってください。~

語いところを義うブラシがあると撞拘です。掛川tUI誠Vr g にくいとさl在、

AちゅういA 落ちL4「叶ておくと

-rtpldi均 こ遣 に議さないでください。 。読ん怒る以 ー

排水管がつまる恐れがあります。 ./it.
dうときは謹白書iを俊局しないでください。 1 r.v n 
※白釜とキャップは前売りの「ホイツブるクリームJIこも侯局できます。話いきったふくろは、すててください。

玖.iftールチェーン

ポ-JレチェーンIcI:、クリームがかわいてからつけてね。
ポール干工ーン1;:1:

u 

I~-"/の穴l己

鐘じて憂ってね/

いでください。

むずh'じいとさ降、
出 τ官

大人1己手伝って
ちらってね/

使用上の注意

・ホイツプるクリームの装筒で主持ゃ量桑が持離してい ・語れてもかまわない善説と給量で量んでください。
る通善がありますが、詰員主話量はありません。読筋 ・ホイツプるクリームを議議.象真.謀.量などにゐけ
暑に濯って、韮俸をよく像んでからと俊局ください。 ないように窪蓋してください。

・ホイツプるクリームは、完lこ車たると邑があせる場 ・ホイツプるクリームが義績などに沿いた場苔は、単
苔があります。侯局前のクリームは詰にえれて、搭繕 在議事jなどで蓮やかに謡ってください。蒔備が縫っ
訴に像笹してください。できあがった{備は誼話回 と金ちにくくなる場苔があります。

品を這d の主たらなきい餅lこ崎 してください。 ・議事・紗 の嵐鞍ζなりますので、ボールチェーン
・開詰創立蓮やかに撞い切ってください。 を引っ張ったり、完成誌にゑ虐な売を加えたりしな

・ホイツプるクリームは説草証です。発議誌は京などに いでください。
;告らさないでください。



さいしょ うえ ぬのしんぶんし

女ます宣言初に、テーブルの上に布や新聞紙などをしきます。
ちょ〈ぜん

女クリームのじゅんびは、しぼる直前にしてね!

白莞(白益活D晃)Iホかわきやすいので、昼わないときはかならすキャップをしめてください。

去に書ける素詣でできています。できあがった砕誌は、示にぬらさないでください。

島去と芙曜にことなるしぼりかたをすると主りなくなってしまう事苔があります。
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義語と丈さし譜のつけねで

しっかりとはさみます。※量詰と送量・イラストは竺議員なる義答があります。
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3周回をしぼったら

しぼる完をゆるめて

白莞をかるく鼻しつけて
まうえ

から、ゆっくりと真上に

ま|き主げます。

し@う b

2周目も、おなじように

たっぷりしぼりましよう。

「しんjのまわりに

まきつけるように

ゆっくりとしぼります。

白韮をカップケーキに

鼻しつけないでね l
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韓議運?で.
何回ち口金のこうかんをじて

たくさんつリー仏をすて3と、

ワリ-Ixh'定ιJ怒〈怒って
じまっ場合行あ3ので注意
じてください。

白金をI~すじたつリーúl~‘

すぐ!とフヲをつけてください。

フタをじ珍いと、 ¥ / 

すぐ12先行 ¥_j 
n'わいて Eヨフ9.I'rr首
じまいます。 "やιγ

る ?1ゆ;
かざりたい所にそっと置き、

つまようじなどの先の細い棒で

上から軽く押します。
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合キレイにしあげるコツ合 口金の先についてしまったクリームは、ウェットライツシュなどでこまめにふきとリましょう!

Aきちんとクリームにうめ乙ま
ないと、取れやすいので注意!
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